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【目的】

経済連携協定で来日中の介護福祉士（以下、「EPA 介護福祉士」）の職業性ス

トレス及び職業性ストレスと首尾一貫感覚（SOC）の関連について検討するこ

とを目的とした。

【方法】

来日中の EPA 介護福祉士、介護福祉士候補者を対象とした。職業性ストレス

簡易調査票、SOC 尺度（13 項目）などからなる母国語の質問紙を用いて郵送

自記式質問紙法で調査を行った。

【結果】

EPA 介護福祉士 106 名から回答を得られ、回収率は 70.2% であった。看護師

との意見の相違による戸惑いを 61.9% が感じていた。女性は「心理的仕事の

負担（質）」「仕事のコントロール度」が、男性は「仕事や生活の満足度」「把

握可能感」が「心理的ストレス反応」と有意な関連を示した。

【結論】

女性は仕事の直接的な要因が、男性は首尾一貫感覚や生活に関する要因がスト

レス反応と関連しており男女で異なる特徴がみられた。EPA 介護福祉士の受

入れ施設では男女による職業性ストレスの違いに考慮する必要があることが示

唆された。

キーワード：外国人介護福祉士、職業性ストレス、首尾一貫感覚、経済連携協定

経済連携協定（EPA）で来日中の介護福祉士の
職業性ストレスについて

山本哲子 1），水上勝義 1）

原著論文

1）筑波大学大学院 人間総合科学研究科
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Ⅰ．緒　言
　介護の現場では、高齢者人口の急速な増加

に伴い、介護における人材不足が続いている。

平成 28 年 11 月に「出入国管理及び難民認定

法の一部を改正する法律」が公布され、あら

たに「介護」という在留資格が設けられた。

また平成 29 年 11 月には、技能実習制度の対

象職種に「介護」が追加された。これまでに

も平成 20 年度から経済連携協定（Economic 
Partnership Agreement：EPA）の枠組みでイン

ドネシア共和国（以下インドネシアと略す）、

フィリピン共和国（以下フィリピンと略す）、

ベトナム社会主義共和国（以下ベトナムと略

す）から 3,492 名が介護福祉士候補者として

来日し 506 名が介護福祉士の資格を取得して

おり 1）、今後さらに日本の医療福祉現場で働

く外国人介護福祉士は増すと推測される。

　平成 28 年度介護労働実態調査によれば、

介護労働者が感じる労働条件等の不満では

「人手が足りない」が一番多く 2）、職業性ス

トレスの要因として「心理的な仕事の負担

（量）」3）4）「心理的な仕事の負担（質）」「自

覚的な身体的負担度」3）5）など人手不足に関

連するストレス要因が指摘されている。また、

他職種との関係を含む「職場の人間関係」に

関するストレスが指摘されており 4）6）、離職

の理由として「職場の人間関係に問題があっ

たため」が一番多かった 2）。このことから介

護職に対するストレス対策の重要性が示唆さ

れる。

　EPA 介護福祉士の受入れ支援を行なって

いる国際厚生事業団の平成27年度事業報告 7）

によると、候補者（看護師と介護福祉士は分

けられて示されていない）からのメンタルヘ

ルスの相談は全体の 7.3%（3 ヶ国合計）で

あった。しかし、相談内容に他施設への異動

や労働条件、他国出身の同施設で就労中の候

補者との人間関係についての相談など、雇用

管理に関する相談は 48.4%（3 ヶ国合計）で

あり、メンタルヘルスに関連する問題を抱え

ている人は相談件数よりも、少なくないこと

が推察される。これまで EPA 介護福祉士の

適応に関連する要因として、「文化や習慣の

違い」8）9）「日本語習得や国家試験受験に関す

ること」9）10） 「居住地域住民との繋がり」11）「施

設や居住地の周辺立地」「インターネット環

境の有無」9）11）などが指摘されている。しか

しながら、EPA 介護福祉士における職業性ス

トレスに関する研究はこれまで調べたかぎり

見当たらない。EPA介護福祉士のストレスは、

日本人介護職とストレスの特徴が異なる可能

性も考えられる。今後医療福祉現場で働く外

国人が増えることが推測されるなか、EPA 介

護福祉士の職業性ストレスに関する検討は重

要であると考える。

　ところでストレス反応は、ストレス要因の

他にも、緩衝要因や個人のストレスに対する

抵抗力（ストレス耐性）に影響される。し

たがって EPA 介護福祉士の緩衝要因や、ス

トレス耐性について検討することも重要で

ある。ストレス耐性に影響する個人特性の

一つに、首尾一貫感覚（Sense of Coherence：
SOC）がある。Antonovsky が提唱した SOC
は「把握可能感」「処理可能感」「有意味感」

の下位概念から構成され 12）、これまで介護

職の職業性ストレスに関する研究から、介

護職のストレス反応の低減に SOC が重要な

ことが報告されている 13）。このため、EPA
介護福祉士においても、職業性ストレスと

SOC の関連をみることは意義があると考え

られる。

　そこで本研究では、来日中の EPA 介護福

祉士の職業性ストレスの特徴および、SOC
とストレス反応との関連を明らかにすること

を目的とする。

Ⅱ．研究方法
1．対象者
　厚生労働省が公開している「介護福祉士国

家試験における経済連携協定（EPA）に基づ

く外国人介護福祉士候補者の合格者」に掲載

されている全国の 187 施設のうち、事前の電

話による調査依頼にて、「協力を検討する」

または「調査内容を確認して協力を検討する」

と、返答の得られた 27 施設に勤務している、

EPA で来日中の介護福祉士・介護福祉士候

補者 151 名を対象とした。なお本研究におけ

る EPA 介護福祉士には日本の介護福祉士資
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格未取得の者も含まれる。

2．調査方法
　平成 28 年 6 月〜平成 28 年 8 月に「協力を

検討する」と回答が得られた施設に自記式質

問紙を郵送した。調査票は人数分を施設に郵

送し、対象者への配布及び回収を依頼した。

回収に際しては対象者に不利益が無いよう各

自で厳封後、担当者にまとめて投函もしくは

各自で投函してもらった。なお同意は返信を

もって得たものとした。また、調査の参加に

同意した後であっても、いつでも参加をとり

やめることが出来ることを研究の説明書に明

記した。

3．調査内容
1）属性および日本での生活や仕事に対する

認識

　性別、年齢、国籍、宗教、来日期間、日本

の生活への慣れ、日本語習得について、日本

の介護福祉士資格の取得の有無、看護師との

意見の相違に対する戸惑いについて、母国で

の看護師経験の有無などを調査した。

2）職業性ストレス簡易調査票 14）

　平成 27 年から施行されたストレスチェッ

ク制度において、厚生労働省が推奨している

ストレスチェック調査票である。仕事のスト

レス要因、ストレス反応、修飾要因が測定で

き、全 57 項目からなる。各項目の回答は 4
件法で（例：1= そうだ、2= まあそうだ、3=
ややちがう、4= ちがう）、素点換算表を用い

てストレス評価を行うことが可能である。本

研究では 57 項目を合わせた得点分布に正規

性をみとめ、α係数は 0.616 であった。

3）13 項目 7 件法版 SOC スケール 12）（以下

SOC-13 と略す）

　SOC-13 は SOC の 29 項目の短縮版であり、

信頼性及び妥当性は検証されている 15）。回

答は 1 〜 7 点の semantic differential 法による

測定であり、回答を単純に合計した 13 点か

ら 91 点が得点範囲である。「把握可能感」（5
項目）「処理可能感」（4 項目）「有意味感」（4
項目）の 3 つの下位尺度からなる。「把握可

能感」は自分の日常生活や人生において何が

起ころうとしているか説明がつけられ理解で

きる感覚であり、資源を活用しながら問題を

なんとか処理できるという感覚を「処理可能

感」という。また「有意味感」は、直面する

問題には意味があり、解決に向けた努力や苦

労のしがいが感じられるという感覚である 16）。

13 項目を合わせた得点分布に正規性をみと

め、α係数は 0.679 であった。

　調査には全てふりがなを振った日本語の調

査票と、翻訳会社を通してインドネシア語・

英語・ベトナム語に訳した調査票を使用した。

4．分析方法
　職業性ストレス簡易調査票と SOC-13 は、

それぞれのマニュアルに従って点数化を行っ

た。次に、職業性ストレス簡易調査票の結果

を、高齢者介護従事者用素点換算表 17）に男

女別にあてはめた。EPA 介護福祉士は高齢

者介護施設以外にも「障害児入所施設」や「障

害者支援施設・福祉ホーム」などに配属され

る可能性があるが、今回協力の得られた施設

には含まれていなかったため、高齢者介護従

事者用素点換算表を使用した。また、SOC-
13 の総得点を日本人 25 〜 34 歳の基準値 18）

と t 検定を用いて比較した。その後、職業性

ストレス簡易調査票のストレス反応得点と、

SOC-13 尺度得点、「日本語能力試験レベル」、

「看護師との意見の相違への戸惑い感」との

関連には、Pearson の積率相関係数による相

関分析を実施した。さらに、有意な相関を認

めた項目を説明変数に、職業性ストレス簡易

調査票の「心理的ストレス反応」を目的変数

にした強制投入法の重回帰分析を行い、ス

トレスに関連する要因を検証した。分析は

IBM SPSS Statistics 24 を使用し、p ＜ 0.05 を

有意とした。

　本研究は、筑波大学体育系研究倫理委員会

の承認を得て実施した（体 27-170）。

Ⅲ．研究結果
1）属性及び生活や仕事に対する認識（表 1）
　27 施設 151 名中、EPA 介護福祉士から回答

を得られたのは、19 施設 106 名であった。回

収率は 70.2% で、不備のあった回答を除外
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すると、有効回答率は 62.3% であった。基本

属性は表 1 に示した。女性が 6 割以上を占

め、84％が 20 歳代であった。国籍はフィリピ

ンが最も多く、それに伴い宗教もキリスト教

徒が一番多い結果となった。日本の生活に慣

れた時期と、同僚が話す日本語をスムーズに

理解できると感じた時期は、共に赴任後半年

〜 1 年が最も多かった。母国の看護師免許を

77.1% の者が取得しており、そのうち 54.5% が

看護師経験者であった。看護師との意見の相

表 1　属性及び日本での生活や仕事に対する認識
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違に戸惑いを 61.9% の人が感じており、母国

での看護師経験の有無別では経験が無い者の

52.8%、経験の有る者の 74.3% が看護師との意

見の相違に少なからず戸惑いを感じていた。

2）職業性ストレス簡易調査票及び SOC-13 の

結果（表 2）
　素点換算表に平均値をあてはめた結果、男

女共に「仕事の負担（量）」「仕事の負担（質）」「身

体的負担」が高めで「技能の活用」がやや低

いという結果を示した。ストレス反応では、男

女共にストレス反応の「活気」がやや高いに

あてはまり、男性は「不安感」「抑うつ感」が

低めであった。修飾要因では「同僚からのサ

ポート」「家族や友人からのサポート」「仕事

や生活の満足度」が、男女ともにやや高かった。

　表には示していないが、SOC-13 総得点の日

本人基準値との比較では、本研究では 20 歳代、

30 歳代合わせて 9 割以上を占めていたため、

男女別に日本人 25 〜 34 歳の基準値 18）との比

較をおこなった。その結果、EPA 介護福祉士

と日本人の基準値には男女ともに有意差をみ

とめなかった。

表 2　職業性ストレス簡易調査票及び SOC-13 の結果
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3）心理的ストレス反応と関連する要因　　　

（表 3）（表 4）
　男女ともに「対人関係」「仕事や生活の満足

度」「把握可能感」「有意味感」「看護師との意

見の相違への戸惑い感」が心理的ストレス反

応と有意な相関を認めた。加えて女性は「仕

事の負担（量）」「仕事の負担（質）」「身体的

負担度」「仕事のコントロール度」「仕事の適

性度」「上司からのサポート」「処理可能感」

が有意に相関し、男性は「職場環境」「同僚か

らのサポート」「SOC 総得点」がストレス反応

と有意に相関した。さらに重回帰分析の結果、

女性では「仕事の負担（質）」「仕事のコント

ロール度」が、男性は「仕事や生活の満足度」

「把握可能感」が心理的ストレス反応と有意な

関連を示した。

Ⅳ．考　察
　本研究では EPA 介護福祉士の職業性スト

レスの特徴や、関連する要因を検討した。本

研究の対象者は女性が 6 割以上を占め、84%
が 20 歳代の女性であった。2014、2015 年度

で来日した者が多く、来日 2 年以内の者が 7
割を占めた。高橋ら 19）は海外派遣邦人を対

象に行った調査において、心身不調の発生時

期は渡航後 6 ヶ月以内が多く、1 年を過ぎる

と極端に減少したことを報告している。本研

究においても、日本の生活に慣れた時期と、

同僚が話す日本語をスムーズに理解できると

感じた時期は赴任後半年〜 1 年の間が一番多

く、72％が 1 年以内に日本の生活に慣れ、日

本語の理解ができるようになっていた。今回

は赴任期間によるストレス反応の差は見てい

ないが、先行研究の結果からも日本の生活に

表 3　ストレス反応と関連する要因 − Pearson の相関分析の結果から−
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慣れることや日本語の理解は、来日後のスト

レス軽減に重要であると示唆された。ただし

先行研究と異なる状況として、本研究の対象

者は、4 年目に国家試験の受験を控えている

ことが挙げられる。受験の機会は基本的に一

度のみであることから、来日 4 年目にも改め

て心身の変調への配慮が必要と考えられる。

　古川は、他職種との人間関係について「と

りわけ看護師との価値観の相違や、連携の困

難さが介護職員にとって大きなストレスにな

っている」6）と、指摘している。今回の結果

でも EPA 介護福祉士の 6 割以上が「看護師

との意見の相違に戸惑い感」を感じていた。

また、重回帰分析では有意な関連を示さなか

ったものの、Pearson の相関係数では男女と

もに「心理的ストレス反応」と有意な相関を

認め、看護師との意見の相違が大きいほど、

心理的ストレス反応が大きくなることが明ら

かとなった。国によって多少異なるが、母国

の看護学校・大学の卒業が EPA 介護福祉士

候補者としての来日要件の一つとなってい

る。そのため、本研究では 77% が母国の看

護師免許を取得しており、そのうち、5 割以

上が母国での看護師経験者であった。母国の

看護師免許を持つ EPA 介護福祉士は「仕事

のやり方で変えたいと思っていることがある

が、言っても聞いてくれないので、日本人の

やり方をやっている。資格を取ったら、自分

のやり方で利用者さんによい方法だと思うこ

とをやっていく」と述べており、また母国で

の看護師経験のある者は「（日本人が傍にい

ない時）自分が良いと思う考え方、やり方で

介助する」と述べている 9）。EPA 介護福祉士

は看護師経験がある者が多いことから、看護

師だけでなく日本の同僚介護福祉士との意見

やケアに対する考え方の違いもストレスとな

っているのではないかと考えられる。このよ

うな看護師や同僚介護職との意見の相違に関

する戸惑いについては、受け入れ先の施設な

どの初期研修であらかじめ説明することも必

要であろう。

　今回の職業性ストレス簡易調査票の結果か

ら、男女ともに「仕事の負担（量）」「仕事の

負担（質）」「身体的負担度」のストレス要因

がやや高く、介護現場において日本人介護職

が感じているストレス要因を、EPA 介護福祉

士も感じていることが明らかになった。また、

EPA 介護福祉士は「技能の活用度」をやや

低く感じていた。EPA の枠組みで介護福祉

士の他に看護師も来日しているが、看護師候

補者は母国での経験を加味されず国家試験に

合格するまでは看護助手として勤務すること

表 4　ストレス反応と関連する要因 −重回帰分析の結果から−
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への葛藤やゆらぎを感じていることが指摘さ

れている 20）21）。EPA 介護福祉士も来日前に

業務内容について伝えられているものの、実

際の現場を目の当たりにし、看護師資格を保

持している者としての葛藤やゆらぎを少なか

らず感じているのではないかと示唆された。

　日本人介護職の SOC は「把握可能感」「有

意味感」がストレス反応に関連していた 13)

が、女性の EPA 介護福祉士では「把握可能感」

「処理可能感」「有意味感」と関連がみられ、

男性では「把握可能感」「有意味感」との関

連がみられた。先行研究では男女に分けて比

較を行っていないため、性差の比較は出来な

いが、日本人介護福祉士と同様に EPA 介護

福祉士も「把握可能感」「有意味感」がスト

レス反応に関連することや、男女でストレス

に関連する SOC が異なる可能性がうかがえ

た。

　重回帰分析の結果から、心理的ストレス反

応に有意に関連する要因として女性では「仕

事の負担（質）」と「仕事のコントロール度」

が、男性では、「仕事や生活の満足度」と「把

握可能感」が示され、これらの要因の影響

がとくに大きいことが示唆された。女性の

EPA 介護福祉士の「仕事のコントロール度」

はストレス反応と負の関連を示した。日本人

介護職と比較してやや高く、看護師経験のあ

る EPA 介護福祉士に対して、現場が仕事の

順番や、やり方を自身で決められる機会を設

けるなどの配慮をしている可能性が示唆され

た。逆に、「仕事のコントロール度」が低下

すると心理的ストレス反応につながりやすい

と考える。しかし「仕事の負担（質）」が増

すことでも心理的ストレス反応が増大するこ

とから、高度な知識や技術を必要とする業務

を行う際にはサポートが行われることが望ま

れる。男性は「仕事や生活の満足度」「把握

可能感」が負の影響を示した。これまでに、

EPA 介護福祉士の異文化適応に関連する要因

として「居住地域住民との繋がり」11）「施設

や居住地の周辺立地」「インターネット環境

の有無」9）11）など生活に関することが指摘さ

れているが、男性 EPA 介護福祉士の心理的

ストレス反応にも「仕事や生活の満足度」が

関連することが示唆された。Antonovsky は
「就労者の把握可能感」の源泉として、雇用

の保障などを重視している 22）。男性の EPA
介護福祉士は「把握可能感」が関連していた

ことから、将来の雇用に関する見通しに対す

る不安定さや、不安がストレス要因となって

いる可能性が考えられる。

　EPA 介護福祉士のストレス要因は、女性は

仕事と直接的な要因が男性は生活や SOC が

影響しており、男女差を認め男女別にストレ

ス対策を講じる必要が示唆された。

本研究の限界
　合格者を輩出している施設が対象となって

いるため、標本バイアスを考慮する必要があ

る。また今後施設形態や来日期間や資格の有

無別など詳細な分析が必要である。

Ⅴ．結　語
　本研究では EPA 介護福祉士の職業性スト

レスに関するアンケート調査を行い、以下の

結果を得た。

１．  日本の生活に慣れた時期と、同僚が話

す日本語をスムーズに理解できると感

じた時期は赴任後半年〜 1 年の間が一

番多かった。

２．  日本の介護福祉士と同様「仕事の負担

（量）」「仕事の負担（質）」「身体的負担度」

のストレスがやや高かったことに加え

て、EPA 介護福祉士は「技能の活用度」

をやや低く感じていた。

３．  EPA 介護福祉士のストレス反応は、女

性は仕事と直接的な要因が、男性は仕

事及び生活の満足度や SOC の把握可能

感などの修飾要因と関連があることが

示唆された。

４．  EPA 介護福祉士を受入れる職場では、

男女でストレスの特徴が異なることや、

ストレス反応に関連することに配慮し

た対応が必要なことがうかがえた。
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Occupational Stress Factors of Care Workers Working in Japan
by Economic Partnership Agreement (EPA)

Tetsuko YAMAMOTO1），Katsuyoshi MIZUKAMI1）

1）Graduate School of Humanities and Social Sciences, University of Tsukuba

Objective: To examine the relationship between occupational stress and sense of coherence (SOC) in 
certified care workers (EPA Care Workers) in Japan under the Economic Partnership Agreement (EPA) 
framework.
Methods: The study targeted EPA Care Workers and candidates currently in Japan. We mailed self-
administered questionnaires comprising question sheets in the participants’ mother language including a 
brief job stress questionnaire, an SOC Scale (13 items), and others.
Results: Answers were obtained from 106 EPA Care Workers (response rate: 70.2%) ; 61.9% of both 
men and women felt lost and/or uncomfortable that their views differed from those of nurses. With 
women, “the quality of psychological work” and “the degree of control they have over their work” and, 
with men, “the degree of satisfaction with work and daily living” and “a sense of being able to grasp 
things” significantly influenced their psychological stress reactions.
Conclusion: A difference in characteristics was seen between sexes in terms of factors influencing 
psychological stress reactions. Factors directly influencing women were work-related, and for men 
were SOC and daily living. Our findings suggest the need for facilities that accept EPA Care Workers to 
consider the fact that occupational stress differs between the sexes.

Key words: Migrant care workers, Occupational stress, Sense of Coherence (SOC), 
Economic Partnership Agreement (EPA) 


